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客員紹介 

客員教員 小林 雅之 
 私は、高等教育のなかでも大学の研究をしてい

ます。とくに学生の経済的支援を中心に研究生活

を送り、新しい奨学金制度の創設にも関与しまし

た。1993 年から 1999 年まで放送大学に勤務し、

東京第3学習センター（現東京足立学習センター）

に所属していました。当時は、助教授（これも今

では准教授と変わりましたが）は学習センター所

属で、本部にもセンターにも研究室があるという

贅沢な環境でした。 
 それから 20 年近く経って新たに東京文京学習

センターで客員教授を務めることになりました。

放送大学には 20 年の間に大きく変わったことも

ありますが、全く変わらないこともあります。大

きく変わったことはなんといってもセンターの

建物が建て替えられたことです。以前の建物は老

朽化して、いつ窓ガラスが壊れるのではないかと

心配されていたものでした。また、以前は、「放送」

大学だからという理由で、インターネットもなか

なか導入されないことがありました。現在ではイ

ンターネットの授業も配信されるようになった

のは隔日の感があります。さらに、政府からの補

助金が毎年大きく減らされていることも大きな

変化です。このため、教育環境や研究環境は次第

に悪化している様に感じます。以前でしたら、放

送授業についても，十分な資金を割り当てられ、

海外ロケなども多く行われました。今では次第に

少なくなっているとお聞きしています。職員の方

も、数年ごとに代わります。 
 ただ、そうした中で、職員のみなさんが親身に

なって学生と接している姿は、以前とまったく変

わりません。せっかくのすばらしいセンターの環

境がこれ以上悪化しないように、微力ながら、お

役に立ちたいと念願しています。 

 
 
 

哲学は学ぶことができない？ 

客員教員 馬場 智理 

 哲学・倫理学分野の研究をしています。もとも

と人間の具体的あり方を問う実存哲学から出発

し、最近はその問いの基礎となる、「時間」や「偶

然」について考えています。 

 ところで、近ごろ思うのは、哲学が「普遍的」

真理を標榜するとはいえ、やはりそれは「ヨーロ

ッパの」学問だということです。単純化をおそれ

ずにいえば、西洋哲学は、現実世界を超えたとこ

ろから世界を統べる「何ものか」を前提としてい

ます。西洋哲学の歴史は、この「何ものか」につ

いての執拗なまでの探究、また、その理論と現実

との乖離に対する悲壮なまでの葛藤によって織

り成されてきたといえます。 

 しかし、この世界を統べる「何ものか」とは何

か。西洋哲学では、合理的なロゴスや一神教的神

などの普遍的存在が厳然と表象されています。で

すが、長らく世界を「無」や「無常」という観点

から捉えてきた日本の思想風土において、そのよ

うな存在を前提する主張には、時として違和感を

覚えもします。  

 では、何のために西洋哲学を学ぶのでしょうか。

究極のところは、自分の納得できる仕方でものご

とを考えたいという、（ある種の）人々が持つ欲

求にかかわるのだと思います。ドイツの哲学者カ

ントは、「哲学を学ぶことはできない、哲学する

ことを学ぶことができるのみである」といいまし

た。「哲学」すること自体は、自身の思考による

以外にありませんが、大きな声に惑わされがちな

現実から一歩引いて、自ら考えるレッスンを行う

ことは、時代を問わず意義のあることだと思いま

す。 

面接授業や自主ゼミでは、「哲学する仕方」を

学ぶことを通して、各自が「哲学する」きっかけ

を獲得することを目ざしています。皆さんの参加

をお待ちしています。 
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学園祭開催と今後への対応 

学園祭実行委員会委員長 齊藤 成吾 
今年の学園祭は9月16日(土)＆17日(日）の両

日とし、昨年同様、学園祭実行委員会（学生サー

クル・同窓会・東京文京ＳＣ）主催により実施し

ました。今年も昨年に引き続き、東京文京SCを生

涯学習の拠点とした地域にあるべき学園祭を目

指し、今年の副題は「～あたらしい仲間を～」と

し、開催しました。その結果概要は下記の通りで

した。 

１）地域在住の参加は昨年より減少したこと 

   ⇒学園祭チラシを早期作成と在住住民へ

のポスティング等の実施 

２）学内関係掲示板へのご案内が遅かったこと 

    ⇒学園祭 (概要)の作成と早期の掲示 

３) 音楽合唱・器楽演奏等音楽三昧であった 

    ⇒多くの音楽関係者の参加があった 

４）学園祭実施の組織的取組が不十分なこと 

    ⇒結果的に同窓会主体に偏っている 

５）面接授業の初参加が二つあったこと 

   ⇒ウイグル民族舞踊及び太極拳の参加 

６）懇親会は盛り上がりのあるものであった 

   ⇒プロピアニスト演奏とプロ歌手がよか

ったこと 

顧みて、学園祭の開催は学園祭ご案内の早期作

成と掲示・関係先へ配布、組織的取組みの必要性

を痛感させられました。 

今後の学園祭の発展のためには、学生・学生サ

ークル・同好会・同窓会・ＳＣ教員・事務関係者

からなる「SC内準備連絡委員会」を立ち上げ、そ

の中に学園祭を位置づけ楽しい学園生活ができ

るようにしていく所存です。関係者のご協力の程

お願い申し上げます。 
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クラス会 MIND・広がる学究のかたち 

━活動報告と次回の開催案内、会員募集━ 
クラス会支援委員会委員長 中村 由美 

 

2017 年 8 月は山田知子教授に「社会福祉」

について、続く 9 月には高橋和夫教授の講

話「テレビ局の内側―

キャスターたちの人

物像」は、高橋ゼミの

方々も聴講されました。

11 月は岩永雅也教授

に「加齢に伴う記憶

術」、滝浦真人教授には「日本語リテラシー」

について講話頂き、初回クラス会以来「大学の

窓」の取材もあり、盛況に終わりました。 

懇談では、学習の魅

力や意外性、失敗談な

ど、大学院の班では、累

積的作業や問題設定、論

理的思考などを分かち

合い、岡部洋一前学長も

一学生として、他の学友と肩を並べられました。

学び方を確認した選科や科目履修生が、次期から

全科履修生となるケースも多く見られます。 

さらに学生による

他大学での学芸員実

習体験や、心理・認定心

理士活動の事例報告、単

位互換制度も紹介しま

した。各年度を通じて延

べ14回開催し、20名の教職員に出席頂きました。 

来年度は４年目を迎えますが、創立前年よりご

尽力頂いた岡野達雄所長に、この場を借りて御礼

申し上げます。 

 

 
 
 
 
 

〔１６年度入学者対象・クラス会開催のお知らせ 〕 
（日時）２月１８日（日）１０:３０～１３:００ 

（会場）東京文京学習センター 講義室２・３ 

〔１７年度入学者対象・クラス会開催のお知らせ 〕 

（日時）２月１８日（日）１４:３０～１７:００ 

（会場）東京文京学習センター講義室２・３ 

〔１５年度入学者対象・クラス会開催のお知らせ 〕 

（日時）３月１１日（日）１４:００～１７:００ 

（会場）東京文京学習センター 講義室２・３ 

＊いずれも内容はポスターやチラシなどをご参照ください。 

〔クラス会会員の募集 〕Email classkai@ouj.ac.jp 

件名「クラス会入会希望」と明記の上、 

本文に、入学年度と前期・後期、所属、 

学生の種類、学生番号、氏名、メール 

アドレスを記載してください。（途中入会可） 
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東京同窓会活動の紹介 

 －放送大学同窓会連合会との関わりの中で－ 

    会長 齊藤 成吾 
 今回は放送大学連合会と当東京同窓会の関係

について述べたいと思います。放送大学同窓会は

1990(H2)年の設立後 97(H9)まで本部同窓会体制、

その後は各同窓会が独立した同窓会連合会体制

へと移行に至っております。その間、新しい同窓

会が設立され、都道府県に全ての同窓会からなる

組織へと発展してまいりました。現在、約１万 2

千3百名を有する、各同窓会が全国化した同窓会

連合会体制へと発展してまいりました。 

 同窓会連合会の主たる活動について紹介しま

す。「放送大学で学んだことをどう生かしていく

か」というテーマで、校歌に「生きるとは知るこ

と、知は力」という歌詞があり、また上条恒彦さ

んの歌に「生きてゆくことは、誰かに借りを作る

こと、その借りを返してゆくこと」というのがあ

ります。「知は行動してこそ生かすことが出来る」

「継続してこそ力」だということが出来ましょう。 

放送大学には全国都道府県に学習センターが

あり、「地域学習センターを生涯学習の拠点にし、

学びの成果を生かしていく」ということが主要目

標の一つとして挙げられております。 

同窓会連合会では全国を6地区ブロックに分け、

地区ブロックごとに「地域に密着した生涯学習」

という趣旨に沿った活動を目指し、その主導的な

役割を担う活動を推進しております。 

当東京同窓会は関東甲信越地区に属し、山梨同

窓会が主幹事となり、10月14日(土)＆15日(日)

に山梨大学・山梨学習センターにおいて、第5回

関東甲信越地区交流会が開催されました。「地域

に密着した生涯学習」というテーマで、各同窓会

の事例報告と深堀の検討会が実施されました。 

また、当東京同窓会では「世界遺産・富岡製糸

場と高山社跡を訪ねる」バス旅行を 11 月 26 日

(日)に実施致しました。 

学生研修旅行について 

東京文京学習センター 
東京文京学習センターで実施されている学生

研修旅行を本年度（平成２９年度）も実施いたし

ました。過去１０年間に実施した学生研修旅行は

以下のとおりです。 

初めてアンケートをとり、その中には、「高山」、

「浜松」、「会津」等のかなり遠い場所の希望があ

りましたが、バスで高速を使って、片道で約１０

０キロ・２時間程度でないと、学生研修旅行とし

ては、必ずしも適当ではないと考えます。また参

加者約８０名位が、同時に昼食を取れる場所の確

保（民間の食堂・レストラン等を使用すると高く

なる）等、難しい問題もあります。 

 移動距離・時間、メイン・サブの見学先、約80

名が同時に昼食できる場所、等を考慮するとなか

なか研修旅行として計画する場所も限られてき

ます。できるだけ、参加費は安くしたいし、実施

する側の負担も併せて考慮しつつ、来年度の計画

を立てたいと思いますので、もし良い見学場所等

のお考えがあれば、御教授方、ご協力のほど、よ

ろしくお願いいたします。 

・28年度 高エネルギー加速器研究機構(つくば市) 

アサヒビール茨城工場(守谷市) 

・27年度 国立ハンセン病資料館(東松山市) 

埼玉伝統工芸館(小川町) 

・26年度 埼玉県環境整備センター(寄居町) 

ＪＡＸＡ地球観測センター(鳩山町) 

・25年度 海洋研究開発機構(横須賀市) 

キリン横浜ビアビレッジ(横浜市) 

・24年度 神奈川県立生命の星地球博物館(小田原市)  

箱根ガラスの森美術館(箱根町) 

・23年度 富岡製糸場(富岡市) 

新島襄旧宅(安中市) 

・22年度 足利学校・ばん阿寺(足利市) 

あしかがフラワーパーク(足利市) 

・21年度 横浜火力発電所(横浜市) 

電気の史料館(横浜市) 

・20年度 筑波宇宙センター(つくば市) 

アサヒビール茨城工場(守谷市) 

・19年度 旧中込学校(佐久市) 

懐古園「島崎藤村記念館」(小諸市) 



 

１号車 ２号車 合計

質問事項 回答数 回答数

　（１）所属学習センターは、東京文京学習センターですか。

　はい 30 33 63

　いいえ（　　　　）学習センター 4 2 6

　（２）性別についてお伺いします。

　男　性 12 12 24

　女　性 22 23 45

　（３）あなたの年齢について

　1)　３０歳未満 0

　2)　３０歳以上～４０歳未満 1 1

　3)　４０歳以上～５０歳未満 5 1 6

　4)　５０歳以上～６０歳未満 4 8 12

　5)　６０歳以上～７０歳未満 15 16 31

　6)　７０歳以上 6 8 14

　７)　記載無し 4 1 5

　（１）　良い 30 30 60

　（２）　別の日程・時間が良い（　　　　　月頃　　　　　　　　） 2 3 5

　（３）　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 2 2 4

　（１）　良い 33 35 68

　（２）　悪い（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 0

　（３）　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 0

　(４)　無回答 1 1

　（１）　良い 32 33 65

　（２）　悪い（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 0

　（３）　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 0

　(４)　無回答 2 2 4

　（１）　良い 31 29 60

　（２）　悪い（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 1 1

　（３）　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 1 5 6

　(４)　無回答 2 2

　（１）　良い 29 33 62

　（２）　悪い（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 1 1

　（３）　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 4 2 6

　（１）　納得する 31 30 61

　（２）　高い　（　　　　　　円位が良い・　　　　　　　　　　　） 0 1 1

　（３）　安い　（　　　　　　円位が良い・　　　　　　　　　　　） 1 2 3

　（４）　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 1 2 3

　（１）　参加する（参加したい） 33 33 66

　（２）　参加しない（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 0

　（３）　その他　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 1 2 3

(群馬)

・群馬県の富岡製糸場などと近代遺産と前橋付近の古代遺跡

・群馬県(世界遺産)　富岡製糸場、

・富岡製糸場(世界遺産)

・富岡製糸場

質問事項

(群馬・長野)

・富岡製糸場、佐久、これまで実施した所へもいきたいです。大

変楽しかったです。お世話になりありがとうございました。

(茨城)

・つくば研究学園都市のいずれかのセンターと古代つくばの遺

跡、又は筑波山

・つくばセンター

・つくばJAXA

・水戸偕楽園（徳川斉昭公）とその周辺

(栃木)

・日光市　東照宮

・日光へ研修に行けるとうれしいです。

９．次年度以降、本学習センターの学生研修旅行について、計

画して欲しい施設等がありましたら、ご記入下さい。

(神奈川)

・箱根の岡田美術館と企業の研究所などの組み合わせはいか

がでしょう。ただし、岡田美術館は入場料が２７００円と高め。

美術・工芸・浮世絵と多彩。

・ポーラ美術館、集合時間(待ち時間が長い)

(茨城・栃木)

・栃木、茨城の酒蔵、城跡等

(山梨)

・リニアモーターカーの試験場

(静岡)

・伊豆韮山の反射炉

・浜松・楽器工場(ヤマハ、カワイ)

(埼玉)

・川越市、藏造り会館、菓子屋横町、喜多院、川越市立博物館

・行田市、さきたま古墳群、さきたま古墳資料館

(長野)

・軽井沢方面

(千葉)

・国立民族博物館(佐倉市)

・新日鉄・機密工場

・放送大学、本部・千葉学習センター

・佐倉（歴史民俗博物館）とその周辺

(東京)

・江古田・武蔵野音大の楽器博物館

・迎賓館、スカイツリー、浅草、国技館、皇居、新宿御苑等

・都内探訪・浅草寺（雷門）、花屋敷、演芸ホール（落語など）、

昼食はすき焼き、又はうなぎ

渡良瀬遊水池、富久美術館等

・犬山城と高蔵寺ニュータウン

・東御市(長野)８．次年度以降、本学習センターの企画する学生研修旅行について

７．参加費（２カ所団体割引料金・１７００円）について

６．昼食場所について

・ポーラ美術館

・JAMSTEC、海洋開発機構

・JAMSTEC
・高山

・会津若松(会津城)

・箱根・清里方面(雨が降ったら、追加料金で温泉(+1000円位))

学生研修旅行アンケート　結果

５．企画（三嶋大社）について

４．企画（沼津港深海水族館）について

３．借り上げバスについて

２．実施日時について（９月７日（木）　８:００～１８:００）

１．あなた自身について、お伺いします。

　　※　該当する数字等に〇印をつけて下さい。（　）内は、自由記述です。

　平成２９年度　東京文京学習センターの企画した学生研修旅行に参加していただき、ありがとうございます。
平成２９年　９月　７日(木)　実施分

7) 
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〇 平成２９年８月～平成３０年１月までの行事報告 

 
 ８月 ５日（土）        公開講演会（向田 久美子 先生） 
 ８月 ６日（日）        公開講演会（為末 大 先生） 

 ８月１２日（土）～１５日（火） 夏季臨時閉所 
８月１９日（土）～２０日（日） 教員免許講習修了認定試験 

 ８月２７日（日）        クラス会（2016年度） 
 ９月 ３日（日）        クラス会（2015年度） 
 ９月 ７日（木）        学生研修旅行（沼津港深海水族館、三嶋大社） 
 ９月１６日（土）～１７日（日） 学園祭（茗荷祭） 
 ９月２４日（日）        卒業証書・学位記伝達式 

 ９月２９日（金）～３０日（土） 看護師資格取得単位認定試験 
１０月 １日（日）        学生証発行 
１０月 ７日（土）        臨時閉所・大学院入学試験（筆記） 
１０月 ８日（日）        入学者の集い 
１０月１４日（土）        面接授業開始（２月２日まで） 
１０月２０日（金）        面接授業追加登録 
１１月２６日（日）        クラス会（2017年10月入学者） 
 １月１３日（土）        公開講演会（山本 一力 先生） 
 １月１９日（金）～２０日（土） 単位認定試験（大学院） 
 １月２３日（火）～２５日（木） 単位認定試験（学部） 
 １月２７日（土）～２８日（日） 単位認定試験（学部） 
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〇 平成３０年２月～平成３０年８月までの行事予定 

 
 ２月 ２日（金）        面接授業終了 
 ２月 ４日（日）        大学評価・学位授与機構で学士の学位取得を目指す方の説明会 
 ２月１０日（土）        公開講演会（森 津太子 先生） 
 ２月１８日（日）午前      クラス会（2016年度） 
         午後      クラス会（2017年度） 
２月２５日（日）        公開講演会（星 薫 先生） 
３月 ３日（土）～  ４日（日）教員免許講習修了認定試験 

 ３月１１日（日）        クラス会（2015年度） 
 ３月２４日（土）        卒業証書・学位記授与式 
 ４月 １日（日）        学生証発行 
 ４月 ８日（日）    入学者の集い 
 ４月１４日（土）        面接授業開始（８月８日まで） 
 ４月２０日（金）        面接授業追加登録 
 ５月２４日（木）～６月７日（木）通信指導提出期間 
 ５月２７日（日）        クラス会（2018年４月入学者） 
 ６月１７日（日）        卒業研究ガイダンス（予定） 
６月２４日（日）        大学院修士課程全科生進学希望者ガイダンス（予定） 

 ７月 １日（日）        大学院博士課程全科生進学希望者ガイダンス（予定） 
 ７月２７日（金）～ ２８日（土）単位認定試験（大学院） 
 ７月２９日（日）        単位認定試験（学部） 
 ７月３１日（火）～８月２日（木）単位認定試験（学部） 
 ８月 ４日（土）～  ５日（日）単位認定試験（学部） 
 ８月 ８日（水）        面接授業終了 
 ８月１２日（日）～ １５日（水）夏季臨時閉所 
 ８月２５日（土）～ ２６日（日）教員免許講習修了認定試験 

－編集後記－ 

 機関誌第５号を発行することができました。 

この機関誌の発行については、予定していたもの、予定しなかったもの等、毎号色々なことが起こります。そ

の瞬間は慌てますが、それでも何とか折り合いをつけて、発行に漕ぎ着けています。 

 これからも皆さんのご協力をお願いいたします。 

発行者  東京文京学習センター 機関誌「文京通信」編集委員会 
〒112-0012 東京都文京区大塚3-29-1 
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